
石油コンビナートの地震防災対策 
－神奈川県石油コンビナート等防災アセスメント調査結果のあらましのご紹介－ 

神奈川県安全防災局安全防災部 
工業保安課  











京浜臨海 

根岸臨海 











2011.03.11 14:46 
最大震度７ 死者・行方不明者21,707名 負傷者6,219名 

（出典：消防庁資料） 
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（写真出典：高圧ガス保安協会 高圧ガス事故概要報告） 

2011.03.11 14:46 
最大震度７ 死者・行方不明者21,707名 負傷者6,219名 

地震により脚柱が破損し座屈したＬＰガスタンクが隣接の配管を破損、ＬＰガスが大量
に漏洩・火災。その後、隣接する高圧ガスタンクが破裂、爆発。高圧ガスタンク17基が
出火・爆発し約10日後に鎮火。 
（千葉県市原市 京葉臨海中部地区石油コンビナート ＬＰガスタンク（直径16m） 



（写真出典：塩釜地区消防事務組合） 

2011.03.11 14:46 
最大震度７ 死者・行方不明者21,707名 負傷者6,219名 

津波により破断した配管等から漏洩した油に着火し、火災発生。 
（宮城県多賀城市 仙台地区コンビナート） 



（写真出典：仙台市消防局） 

2011.03.11 14:46 
最大震度７ 死者・行方不明者21,707名 負傷者6,219名 

津波により屋外貯蔵タンクの付属配管が破断し、ガソリン約1,200kl・重油約1,400klが
防油堤内に流出。泡で可燃性蒸気を抑制し、タンク元弁を閉鎖。火災には至らず。 
（宮城県仙台市 仙台地区コンビナート） 







想定地震 発生確率 被害 選定理由 

大正型関東地震 
30年以内で 
ほぼ０～５％ 

最大震度 
７ 

根岸臨海地区での 
震度が最大 

南海トラフ巨大
地震 

30年間以内
70％ 

津波による 
浸水施設 なし 

根岸臨海地区での 
津波被害が最大 等 



大正型関東地震による震度分布 



大正型関東地震による液状化危険度分布 大正型関東地震による震度分布 



（写真出典：神奈川県工業保安課撮影） 

根岸臨海地区の高圧ガスタンク数 
   39基 
                       （H25.10現在） 

高圧ガスタンクには、ＬＰガス、 
エチレン、プロピレン、炭酸ガス 
などが入っています。 
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根岸臨海地区の危険物タンク数 
 1000kl以上  ：  184基 
 1000～500kl  ：    31基 
                       （H25.10現在） 

 浮き屋根式の危険物タンク数 
 1000kl以上  ：    56基 
 1000～500kl  ：     0基 
                       （H25.10現在） 

（写真出典：神奈川県工業保安課撮影） 

危険物タンクには、原油、ナフサ、
ガソリン、灯油、軽油、重油などが
入っています。 
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DE1: 小量流出・爆発 DE3: 中量流出・爆発
Ee De Ce Be Ae 計 Ee De Ce Be Ae 計

Ⅰ Ⅰ 3 3
Ⅱ 1 1 Ⅱ 18 18
Ⅲ 22 22 Ⅲ 2 2
Ⅳ Ⅳ
Ⅴ Ⅴ
計 23 23 計 23 23

DE5: 大量流出・爆発 DE7：全量流出（長時間）･爆発
Ee De Ce Be Ae 計 Ee De Ce Be Ae 計

Ⅰ 11 11 Ⅰ 8 3 11
Ⅱ 12 12 Ⅱ 12 12
Ⅲ Ⅲ
Ⅳ Ⅳ
Ⅴ Ⅴ
計 23 23 計 20 3 23

DE9：全量流出（防液堤内）･爆発 DE11：全量流出（防液堤外）･爆発
Ee De Ce Be Ae 計 Ee De Ce Be Ae 計

Ⅰ 20 20 Ⅰ 20 3 23
Ⅱ Ⅱ
Ⅲ Ⅲ
Ⅳ Ⅳ
Ⅴ Ⅴ
計 20 20 計 20 3 23

区分 災害発生危険度 区分 影響距離(ｍ） 

Ae 10-1程度 Ⅰ 200m以上 

Be 10-2程度 Ⅱ 100m以上 200m未満 

Ce 10-3程度 Ⅲ  50m以上 100m未満 

De 10-4程度 Ⅳ  20m以上  50m未満 

Ｅe 10-5程度 Ⅴ  20m未満 

○地震時の災害発生危険度区分 ○災害の影響度区分 



（左上写真出典：東日本大震災を踏まえた高圧ガス施設等の地震・津波対策について（H24.4総合資源ｴﾈﾙｷﾞｰ調査会） 
（右下写真出典：工業保安課） 



（写真出典：東亜石油（株）京浜製油所、ＪＸ日鉱日石エネルギー（株）根岸製油所 ） 



（写真出典：東燃ゼネラル石油（株）川崎工場） ） 



（写真・図出典：東亜石油（株）京浜製油所、東燃ゼネラル石油（株）川崎工場） 



（写真出典：東燃ゼネラル石油（株）川崎工場、ＪＸ日鉱日石エネルギー（株）根岸製油所） 



（写真出典：東亜石油（株）京浜製油所、東燃ゼネラル石油（株）川崎工場、ＪＸ日鉱日石エネルギー（株）根岸製油所） 



南海トラフ巨大地震 
の際に最大の揺れになる 

ゆっくりとした揺れ 

防 油 堤 



 浮き屋根式の危険物タンク数 
 1000kl以上  ：    56基 
 1000～500kl  ：     0基 
                       （H25.10現在） 



防 油 堤 

防止堤 防止堤 



（写真出典：ＪＸ日鉱日石エネルギー（株）根岸製油所） 



（写真出典：東燃ゼネラル石油（株）川崎工場） 



（写真出典：東燃ゼネラル石油（株）川崎工場） 



（写真出典：東燃ゼネラル石油（株）川崎工場） 



ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ
県内の
最大震度

発生確率
死者数
合計

津波の
死者数

7.3
横浜・川崎を中心
に震度6強

30年間で70% 2,990 0

7.0
横須賀三浦地域で
震度6強

30年以内6～11% 1,130 0

6.7
県西地域で震度6
強

過去400年で同クラス
の地震が5回発生

880 680

8.0
県西地域で震度6
弱

30年以内70% 820 810

9.0
県西地域で震度6
弱

30年以内70% 1,740 1,710

8.2
湘南・県西地域を
中心に震度7

30年以内ほぼ0～5% 31,550 12,530

元禄型関東地震 8.5
湘南・県西地域を
中心に震度7

2～3千年の発生間隔 100,350 81,330

相模トラフ沿いの
最大クラスの地震

8.7 全県で震度7
2～3千年の発生間隔
かそれ以上

142,230 113,910

慶長型地震 8.5 想定していない 評価していない 4,160

明応型地震 8.4 想定していない 評価していない 2,890

元禄型関東地震と国府津-松
田断層帯の連動地震 8.3 想定していない 評価していない 74,610

大正型関東地震

参
考
地
震

想定地震名

都心南部直下地震

三浦半島断層群の地震

神奈川県西部地震

東海地震

南海トラフ巨大地震



南海トラフ巨大地震による津波浸水予測図 



相模トラフ沿いの最大クラスの地震による津波浸水予測図 



浸水の可能性のある施設数（根岸臨海地区） 

【参考地震】相模トラフ沿いの最大クラスの地震について、シミュレーションツー
ルを用いた浮き上がり及び滑動の判定を行った結果、いずれの地区において
も浮き上がり及び滑動の可能性のあるタンクはなかった 



津波用監視モニター 

（写真出典：東亜石油（株）京浜製油所） 




